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「茅ヶ崎市建築基準条例の一部を改正する条例（素案）」の

概要について 

平成３１年 ４月 

都市部建築指導課 

 

市では「茅ヶ崎市建築基準条例」（以下、条例という。）の改正に向けて作業を進めています。 

この度、条例の改正について素案がまとまりましたので、皆様からご意見を募集します。 

 

１ 条例改正の理由 

 

建築を取り巻く社会経済情勢は、技術の進歩や市街地環境等の変化が起きています。

このような中で、国産木材利用の促進を図るため、木造建築物に係る建築規制制度の合

理化が求められています。 

こうした背景を踏まえ、防火地域及び準防火地域内の建築物に関する規制の合理化や

耐火建築物としなければならない建築物の対象の合理化を行うため、建築基準法の一部

を改正する法律（平成３０年法律第６７号）により建築基準法（昭和２５年法第２０１

号。以下「法」という。）が改正されました。 

条例は、法に定める規定に加えて、建築物等に対して制限を付加していることから、

法改正にあわせて関係する規定について必要な改正を行うものです。 

 

●法改正の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・木造の特殊建築物の外壁等の規制の見直し（廃止（法第２４条）） 

現在では、消防力が向上しているため、屋根不燃区域における木造建築物等の外

壁で延焼のおそれのある部分について、準防火性能としなければならない旨の規制

について規定した法第２３条の規定に適合することにより、延焼の抑制という法第

２４条の目的は達成されることから、この度、法が改正され、法第２４条の規定に

よる規制が廃止されます。 

・耐火建築物としなければならない特殊建築物の対象の合理化（法第２７条第１項関

係） 

法第２７条第１項の規定に適合しなければならない特殊建築物の対象から、階数

が３以下で延べ面積が２００平方メートル未満のものを除くこととしました。 



２ 条例改正の内容 

 

（１） 法第２４条に規定される木造建築物等の外壁の防火構造等の防火性能に関する規定

が廃止されたことに伴い、条例で規定している同様の防火関係規定を削除します。 

 

茅ヶ崎市建築基準条例の一部を改正する条例（素案） 

改正後 改正前 

（構造） 

第２７条 ホテル又は旅館の用途に供する建

築物で、２階におけるその用途に供する部分の

床面積の合計が６００平方メートル以上のも

のは、耐火建築物又は１時間準耐火基準に適合

する準耐火構造とした準耐火建築物としなけ

ればならない。 

（削除） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（構造） 

第２７条 ホテル又は旅館の用途に供する建

築物で、２階におけるその用途に供する部分の

床面積の合計が６００平方メートル以上のも

のは、耐火建築物又は１時間準耐火基準に適合

する準耐火構造とした準耐火建築物としなけ

ればならない。 

２ ホテル又は旅館の用途に供する木造建築

物等で、階数が２であり、かつ、その用途に供

する部分の床面積の合計が４００平方メート

ルを超えるものは、その外壁及び軒裏で延焼の

おそれのある部分を防火構造としなければな

らない。 

３ 建築物の一部が前項に該当する場合にお

いては、政令第１１２条第１２項の規定を準用

する。 

 

  



（２） 避難階以外の階に主階がある公会堂、集会場の用途に供するものは、耐火建築物としな

ければならないとしていましたが、法第２７条の改正に伴い、階数が３以下で延べ面積

が２００㎡未満のものは除外します。 

 

茅ヶ崎市建築基準条例の一部を改正する条例（素案） 

改正後 改正前 

（主階が避難階以外の階にある興行場等） 

第４７条 避難階以外の階に主階がある興行

場等の用途に供する建築物の構造は、次に定め

るところによらなければならない。 

(1) 建築物の２階から４階までの階又は地階

に主階を設ける場合には、直通階段の１以上を

避難階段又は特別避難階段とすること。 

(2) 建築物の地階に主階を設ける場合には、客

席の床面積の合計は、２００平方メートル以内

とし、かつ、客席の床面は、地盤面下６メート

ル以内とすること。 

(3) 建築物の５階以上の階に主階を設ける場

合には、避難の用に供することができる屋上広

場を設けること。 

(4) 前号の場合には、主階のある階及び屋上広

場に通ずる２以上の直通階段を設け、これを避

難階段又は特別避難階段とすること。 

２ 前項第３号の屋上広場については、第３４

条の規定を準用する。 

３ 避難階以外の階に主階がある公会堂又は

集会場の用途に供する建築物（階数が３以下で

延べ面積が２００平方メートル未満のものを

除く。）は、耐火建築物としなければならない

。 

４ 建築物の避難階以外の階に主階を設ける

興行場等については、第３８条及び第３９条第

２項の規定は、適用しない。 

 

（主階が避難階以外の階にある興行場等） 

第４７条 避難階以外の階に主階がある興行

場等の用途に供する建築物の構造は、次に定め

るところによらなければならない。 

(1) 建築物の２階から４階までの階又は地階

に主階を設ける場合には、直通階段の１以上を

避難階段又は特別避難階段とすること。 

(2) 建築物の地階に主階を設ける場合には、客

席の床面積の合計は、２００平方メートル以内

とし、かつ、客席の床面は、地盤面下６メート

ル以内とすること。 

(3) 建築物の５階以上の階に主階を設ける場

合には、避難の用に供することができる屋上広

場を設けること。 

(4) 前号の場合には、主階のある階及び屋上広

場に通ずる２以上の直通階段を設け、これを避

難階段又は特別避難階段とすること。 

２ 前項第３号の屋上広場については、第３４

条の規定を準用する。 

３ 避難階以外の階に主階がある公会堂又は

集会場の用途に供する建築物は、耐火建築物と

しなければならない。 

 

 

４ 建築物の避難階以外の階に主階を設ける

興行場等については、第３８条及び第３９条第

２項の規定は、適用しない。 
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